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研究成果の概要（和文）： 
ヒトとモノはどのように出会い、コミュニケーションをとるか。京都造形芸術大学で行わ

れている鑑賞教育プログラム（ACOP）、及び京都大学総合博物館での鑑賞教育活動を基盤と
して、他の事例との比較検証、実践事例のさらなる蓄積、そして評価指標の確立を行った。
ヒトが鑑賞を通して「飛躍的な理解」に到達するには、他者の存在・関与が極めて大きいと
結論付けた。また、ヒトとヒトをつなぐコミュニケーションにおいては、応答、つまり「聴
く」という行為の重要性を明らかにした。 

研究成果の概要（英文）： 
Communication Mediates People and Objects: Pragmatic Verification for an Authentic 
“Active Museum Viewer Development Program” 
How does a person encounter objects and communicate with them? This research project 
is based on the Art Communication Project (ACOP) at Kyoto University of Art and Design, 
working in cooperation with the Kyoto University Museum. For the project, we conducted 
comparative studies with other related research, accumulated pragmatic data, and 
established evaluative indicators for this research theme. As a result, we concluded 
that in order to reach a “significant understanding” of the object, the involvement 
of other viewers in the process is essential. We also revealed that the quality of 
communication among people rests on the act of listening more than that of talking. 
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１．研究開始当初の背景 人がモノを「みる」とはどういうことか。

本研究は、アート（美術館）とサイエンス（博（1） 



物館）という異なる分野で追究してきた鑑賞
プログラムが、本質的な共通性を有するとい
う発見から立ち上がった。つまり、「能動的
にみる」、「自分で解釈を考える」、そしてそ
れを「他者に伝え合う」という相互コミュニ
ケーションのサイクルがあり、鑑賞者は一方
的な知識教授型の解説では決して得られな
い飛躍的な作品理解の深化に至るという点
である。 

本研究は、全く独立する両プログラムの比
較・検討を軸に、その有効性の根源と発展可
能性を検証するものである。 
 
（2） 

鑑賞については、教育学的研究が進み、近
年も基盤的研究が複数進められている。これ
らに共通するのは鑑賞体験での対話の導入
と、鑑賞者の主体性の確立である。本研究も
コミュニケーションの介在による鑑賞者の
変化を主要テーマとするが、方法論の「開発」
に留まらない科学的／理論的検証と、次代を
担う人材の養成に重点を置いた。また、博物
館学は個々のプログラムの開発・検証が中心
であり、経験知の一般化・普遍化は教育学に
比べ遅れていた。本研究ではコミュニケーシ
ョンという共通項を美術館・博物館両方の鑑
賞に設定し、共通の指標の作成を目指した。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の最大の関心は、ヒトとモノはどの
ように出会い、コミュニケーションをとるか、
その実践事例の蓄積と評価指標の確立であ
った。日本の博物館、美術館での鑑賞教育の
実践・研究は 10 年ほど前から本格的に始め
られたとはいえ、まだ発展途上である。また、
心理学・情報学をも横断し、なおかつ博物館
と美術館双方にまたがる研究は存在しない。
そのため、コミュニケーションを共通項にし
た鑑賞体験の検証を行う本研究の成果は、今
後、動物園などその他の学習施設への応用も
期待できると考えた。 

さらに、本研究は鑑賞におけるコミュニケ
ーションの「質」、すなわち鑑賞者の能動的
な対話の重要性を検証することを目的とし
た。加えて本研究では、各研究担当者が全国
の博物館・美術館、小・中学校をはじめとす
る社会教育機関とのネットワークを活用し、
その研究成果をすみやかに各教育機関と共
有することを目指した。 

そして、博物館・美術館が全ての人々にと
って知的な出会いと学びの喜びに満ちた空
間となり、その社会的価値をさらに高めるこ
とに資することを目指した。 
 
 
 

３．研究の方法 
 本研究では上記の目的を達成するため、 
・鑑賞プログラムの検証 
・鑑賞体験の観察・分析 
・上記の質的検証 
 という段階的な 3つの目標を立てた。 
 
（1）鑑賞プログラムの検証 
鑑賞プログラムで起こる「飛躍的な理解」

の実態を解明するため、情報科学の理論と心
理学的手法を用いて検証した。より広範囲の
鑑賞者を対象とし、より的確な評価を確立す
るために、過去に蓄積した記録も活用。 
・分析過程：  
①データ構造化＝KJ 法により各事例中の対
話を分析。段階ごとに区切り、アイテム
化する。 

②アイテム観察＝アイテム毎に応答の手ご
たえ、全体の発言量、鑑賞者個々の発言
量の変化、発問-応答のマッチング回数、
ざわつき加減（ノイズ量測定）を変数化。 

③2)をもとに、継続的な事例を経験した鑑
賞者の反応の変化を観察（ビデオ記録の
活用）。 

④1)～3)をもとに、プロセス評価の方式を
作成。分析では重回帰相関・ロジスティ
ック回帰分析・パス解析等の統計的処理
を実施。 

 
（2）鑑賞体験の観察・分析 
博物館／美術館等にて鑑賞 WS を実施し、

その様子を記録。（1）の検証により確立した
評価方式に従い分析を実施。記録はビデオ撮
影を中心とし、鑑賞活動中は鑑賞者とナビゲ
イターをそれぞれ別のカメラで撮影し、コミ
ュニケーションの相関性を確認。事前事後の
インタビュー、半構造化面接も両者に行った。 
当初計画では研究初年度に評価方式を試

験的に運用し、その検証－改善を実施。以降
の研究期間中の実践では、鑑賞者とナビゲイ
ターへの半構造化面接によるインタビュー
も行い、質的解析に必要な資料収集をさらに
進めることとしていた。 
 
（3）基盤的実践の研究 
 上記（1）（2）の研究過程において、本研
究が対象とする対話型鑑賞の、美術館におけ
る実践の先駆的事例である VTS（Visual 
Thinking Strategies）の取り組みについて
の知見を多く得た。そこで、この VTS 開発の
中心的人物であるフィリップ・ヤノウィン氏
を招聘。同氏と VTS や ACOP といったいわゆ
る対話型鑑賞プログラムの背景となる心理
学的・教育学的理論、とくに段階的発達に関
する理論についての議論、比較検証を行った。 
 
 



（4）上記の質的検証 
 上記（3）の研究活動を当初計画に追加し
たことにより、鑑賞者が対象（アート作品）
をみる際の思考の美的発達段階を測る「美的
発達インタビュー（ADI）」についてその手法
と過去の蓄積事例の全容を明らかにした。こ
の成果と、（1）（2）の研究の成果を元として、
これまでの実践事例の質的検証を行った。 
 
 
４．研究成果 

本研究により、当初の目的どおりこれまで
教育学に偏っていた鑑賞に関する知見を心
理学・情報学などの分野に広めることができ
た。その過程において、とくに認知科学・学
習科学と鑑賞・コミュニケーションの接点を
見出すことなり、本研究は「学習」という当
初は有していなかった視座を得ることがで
きた。 

具体的には、2010 年度より協同研究を行っ
たフィリップ・ヤノウィン氏から得た知見と
して、鑑賞者が対象（アート作品）をみる際
の思考の美的発達段階を測る「美的発達イン
タビュー（ADI）」と、鑑賞者の批判的思考力
を記述サンプルから分析する「コーディン
グ」手法について明らかにした。また、学習
の発達段階は直線的な「成長」というよりも
階段状の「蓄積」であり、「変化」であると
いう発達心理学の知見を得た。これらを接続
したことで、例えば「子ども向け」「大人向
け」と単純に年齢や学齢で切り分けてきた鑑
賞学習設計の限界を示唆し、今後の鑑賞プロ
グラムへの応用など社会的意義を期待でき
るものとなった。 

また、一貫して博物館が扱う資料との対話
を追究してきた京都大学総合博物館大野・塩
瀬のグループは、古地図、レントゲン写真と
いった他分野の観察対象を用いた鑑賞ワー
クショップを実践、検証を重ねた。最終年度
には物理のブラウン運動をとらえた資料映
像でのワークショップを京都造形芸術大学
北野と共同で開発。対象（モノ）が映像であ
っても対話を通した批判的鑑賞が可能ある
ことを証明した。また、「宇宙箱舟」WS では
いわゆる「科学的に答えの出ない問い」を通
した学習プログラムの検証をも行った。 
甲南大学の羽下は、応用領域として検証の

準備を進めてきた児童擁護施設での実践事
例をさらに蓄積した。その知見は上記の京都
造形芸術大学でのヤノウィン氏との共同研
究にも活用された。 

これらの研究の総括として、ヒトがモノを
鑑賞を通して「飛躍的な理解」に到達するに
は、さらに他のヒトの存在・関与が極めて大
きいと結論付けた、また、それらをつなぐコ
ミュニケーションは単なる発話ではなく、応
答、すなわち「聴く」ことの質により大きく

変化すると分かった。この「聴く」ことの研
究が、今後の本分野の課題である。 
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